
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
が
大
き
く
進
め
ば
、
個

人
の
医
療
、
年
金
、
介
護
、

税
金
な
ど
に
関
わ
る
個
人
情

報
が
全
て
芋
づ
る
式
に
つ
な

げ
ら
れ
、
政
府
に
よ
る
国
民

の
「
情
報
管
理
」、
監
視
社
会

化
が
一
気
に
進
む
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　
政
府
は
、
医
療
費
抑
制
路

線
と
は
決
別
し
、
医
療
・
社

会
保
障
の
充
実
に
よ
る
、
応

能
負
担
を
徹
底
し
た
税
財
政

な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
に
向
け
て
抜
本

的
な
政
策
転
換
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

　
本
会
は
、
医
療
機
関
の
日

常
診
療
と
経
営
の
維
持
に
向

け
た
諸
要
請
の
実
施
と
「
ス

ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名
活

動
等
を
通
じ
て
、
医
療
改
悪

を
許
さ
な
い
世
論
を
作
り
出

す
こ
と
に
全
力
を
挙
げ
取
り

組
ん
で
い
く
。

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
た
が
、
預
貯
金
口
座
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
紐
付
け
が

十
分
に
進
ん
で
い
な
い
状
況

を
踏
ま
え
「
現
時
点
に
お
い

て
金
融
資
産
等
の
保
有
状
況

を
医
療
保
険
の
負
担
に
勘
案

す
る
の
は
尚
早
」
と
の
方
針

を
示
し
た
。

　
厚
労
省
は
「
資
産
勘
案
の

仕
組
み
を
導
入
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
預
貯
金
口
座
等

の
金
融
資
産
を
保
険
者
が
把

握
で
き
る
こ
と
が
必
要
」
と

強
調
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
預

貯
金
口
座
の
紐
付
け
は
任
意

で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
だ

多
く
の
口
座
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
紐
付
け
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
「
預
貯
金
口
座

へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
付
番
の

状
況
を
見
つ
つ
、
引
き
続
き

医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
負

担
へ
の
反
映
方
法
の
検
討
を

進
め
る
」
と
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
田
村
厚
生

労
働
相
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し

て
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導

入
す
る
医
療
機
関
や
薬
局
へ

の
追
加
的
な
財
政
支
援
を
盛

り
込
ん
だ
「
加
速
化
プ
ラ
ン
」

を
公
表
し
た
。
政
府
は
来
年

３
月
末
に
医
療
機
関
等
の
６

割
に
導
入
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

の
主
張
に
く
ぎ
を
刺
し
て
い

る
。
　
こ
う
し
た
中
、
最
近
の
報

道
で
は
、
年
収
２
４
０
万
円

以
上
で
３
８
３
万
円
未
満
を

対
象
に
１
割
負
担
か
ら
２
割

に
引
き
上
げ
る
案
が
厚
労
省

内
で
浮
上
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。
介
護
保
険
で
は
、
所
得

の
上
位
20
％
が
２
割
負
担
と

な
っ
て
お
り
、
医
療
費
も
こ

れ
に
合
わ
せ
る
と
い
う
も
の

で
、
約
１
９
０
万
人
が
対
象

と
見
込
ま
れ
る
。
対
象
者
を

限
定
す
る
こ
と
で
批
判
を
か

わ
し
、
以
降
は
国
会
審
議
を

要
し
な
い
政
省
令
改
正
で
原

則
化
を
図
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
年
金
が
収
入
の
大
半
を
占

め
る
高
齢
者
は
40
〜
50
代
の

現
役
世
代
に
比
べ
収
入
が
半

減
又
は
そ
れ
以
下
と
な
る
一

方
、
長
期
・
深
刻
・
多
種
の

疾
病
を
抱
え
る
た
め
医
療
費

は
多
く
か
か
る
。
今
の
原
則

１
割
負
担
で
も
、
75
歳
以
上

は
年
収
に
対
す
る
患
者
一
部

負
担
の
割
合
は
既
に
十
分
に

高
い
。
窓
口
負
担
の
２
割
導

入
は
、
不
公
平
な
状
態
を
更

に
拡
大
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
な

お
、
年
金
の
削
減
が
続
き
、

各
種
保
険
料
や
税
負
担
が
上

昇
し
、
高
齢
者
の
貧
困
化
が

急
激
に
進
ん
で
い
る
。
不
公

平
を
更
に
拡
大
す
る
２
割
負

担
の
導
入
は
容
認
で
き
な
い
。

　
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保

険
部
会
で
、
後
期
高
齢
者
の

自
己
負
担
や
定
額
負
担
等
、

従
来
か
ら
の
議
論
の
他
に
金

融
資
産
等
の
保
有
状
況
を
医

療
費
の
負
担
割
合
へ
反
映
さ

な
ど
と
し
て
「
可
能
な
限
り

広
範
囲
で
２
割
負
担
を
導
入

す
べ
き
」
と
原
則
２
割
化
に

近
い
形
で
の
具
体
化
を
求
め

た
。
年
末
の
全
世
代
型
社
会

保
障
検
討
会
議
の
取
り
ま
と

め
、
来
年
通
常
国
会
で
の
法

案
提
出
に
向
け
、
社
保
審
医

療
保
険
部
会
で
も
検
討
が
進

み
つ
つ
あ
る
。

　
対
し
て
、
日
本
医
師
会
は

記
者
会
見
で
75
歳
以
上
の
窓

口
負
担
割
合
に
つ
い
て
「
年

収
に
対
す
る
患
者
一
部
負
担

の
割
合
は
既
に
十
分
に
高
い
。

応
能
負
担
は
本
来
、
税
・
保

険
料
に
求
め
る
べ
き
」
な
ど

と
し
て
「
限
定
的
に
し
か
認

め
ら
れ
な
い
」
と
、
財
務
省

　
年
末
の
全
世
代
型
社
会
保

障
検
討
会
議
「
最
終
報
告
」

に
向
け
て
、
焦
点
と
な
っ
て

い
る
①
75
歳
以
上
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
２
割
導
入
②
２

０
０
床
以
上
の
一
般
病
院
に

お
け
る
紹
介
状
が
な
い
受
診

時
定
額
負
担
の
拡
大
な
ど
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

10
月
の
財
務
省
・
財
政
制

度
等
審
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ

に
伴
う
高
齢
者
の
受
診
抑
制

の
影
響
は
「
相
対
的
に
小
さ

い
」、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
「
年

金
収
入
は
減
少
し
て
い
な
い
」

保
険
診
療
の
基
本
的
な
事
項
、

カ
ル
テ
・
レ
セ
プ
ト
の
記
載

要
領
、
算
定
上
誤
り
や
す
い

個
別
点
数
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
項
目
に
つ
い
て
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
た
解
説
が
行
わ

れ
た
。

　
川
井
氏
は
「
医
師
が
保
険

診
療
を
行
う
上
で
、
療
養
担

当
規
則
、
医
療
法
や
健
康
保

険
法
な
ど
の
関
連
法
の
遵
守

が
重
要
」
と
説
明
。
ま
た
、

個
別
指
導
に
よ
る
自
主
返
還
、

審
査
に
よ
る
返
戻
や
査
定
を

防
ぐ
た
め
に
、日
常
か
ら「『
保

険
診
療
の
手
引
』『
新
点
数
運

用
Ｑ
＆
Ａ
レ
セ
プ
ト
の
記
載
』

な
ど
の
書
籍
を
積
極
的
に
活

用
し
、
診
療
報
酬
算
定
ル
ー

ル
の
確
認
を
」
と
呼
び
掛
け

た
。
　
続
け
て
、
診
療
の
起
点
と

な
る
「
初
診
料
」、請
求
漏
れ
・

誤
り
が
指
摘
さ
れ
や
す
い
特

定
疾
患
管
理
料
や
診
療
情
報

提
供
料
（
Ⅰ
）
な
ど
の
個
別

点
数
に
つ
い
て
実
例
を
交
え

な
が
ら
解
説
が
行
わ
れ
た
。

特
に
診
療
情
報
提
供
料
（
Ⅰ
）

は
患
者
情
報
の
「
照
会
」
か
、

患
者
の
「
紹
介
」
か
に
よ
っ

て
対
応
が
異
な
る
た
め
注
意

が
必
要
と
し
た
。

　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
非
常
に
濃
密
な
時
間
だ
っ

た
」「
初
歩
的
な
こ
と
か
ら
、

踏
み
込
ん
だ
内
容
ま
で
大
変

参
考
に
な
っ
た
」「
ま
た
参
加

し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
好
評
だ
っ
た
。

11
月
16
日
、
本
会
は
「
保

険
診
療
・
レ
セ
プ
ト
請
求
の

基
礎
知
識
」
を
テ
ー
マ
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
保
険
診
療
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。セ
ミ
ナ
ー

は
川
井
貴
裕
氏
（
千
葉
県
保

険
医
協
会
事
務
局
主
任
）
を

講
師
に
迎
え
、医
師
や
ス
タ
ッ

フ
76
人
が
参
加
し
た
。

　
講
演
は
、
保
険
診
療
と
自

費
診
療
の
違
い
を
は
じ
め
、

開
催
。
道
内
各
地
か
ら
39
医

療
機
関
44
人
が
参
加
し
た
。

　
講
演
前
半
で
は
、
働
き
方

改
革
関
連
法
に
つ
い
て
触
れ
、

時
間
外
労
働
の
上
限
、
賃
金

請
求
権
の
消
滅
時
効
延
長
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用

労
働
法
の
施
行
や
パ
ワ
ハ
ラ

防
止
法
の
規
定
を
説
明
し
た
。

　
更
に
、
法
改
正
に
伴
う
問

題
点
と
し
て
、
賃
金
請
求
権

の
時
効
延
長
に
よ
る
退
職
代

行
サ
ー
ビ
ス
の
事
例
や
、パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
（
有
期
契
約
職

員
）
と
正
職
員
の
職
務
内
容

や
労
務
の
対
価
に
対
す
る
線

引
き
の
確
認
等
、
新
た
な
課

題
が
浮
上
し
て
い
る
現
状
を

解
説
し
た
。

　
後
半
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
助
成
金
と
医
療
機
関
の

対
応
に
つ
い
て
触
れ
、
助
成

金
を
請
求
す
る
際
の
留
意
点

に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
参
加

者
か
ら
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た

質
問
に
つ
い
て
回
答
し
、
セ

ミ
ナ
ー
は
終
了
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
今
後
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
希

望
」「
次
回
も
是
非
参
加
し
た

い
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
。

11
月
15
日
、
講
師
に
特
定

社
会
保
険
労
務
士
の
田
中
猛

氏
（
ｅ-

労
務
事
務
所
所
長
）

を
迎
え
「
コ
ロ
ナ
禍
で
変
わ

る
労
務
管
理
と
助
成
金
・
改

正
労
働
法
か
ら
垣
間
見
え
る

労
働
社
会
の
在
り
方
」
と
題

し
、
開
業
医
の
た
め
の
実
務

セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
や
っ
と
20
年
米
国
大
統
領

選
に
終
止
符
が
打
た
れ
そ
う

だ
。
共
和
党
有
権
者
の
多
く

が
粗
野
な
性
格
だ
と
は
思
わ

な
い
が
、
ど
う
し
て
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
あ
ん
な
に

票
を
獲
得
す
る
の
か
わ
か
ら

な
い
不
思
議
な
現
象
だ
。
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
、ネ
オ
コ
ン
（
ネ

オ
コ
ン
サ
ー
バ
テ
ィ
ブ
）、
ネ

オ
ナ
チ
な
ど
の
言
葉
で
警
鐘

が
鳴
ら
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
日
本
で
も
そ
の
台
頭
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
の
に
▼
日
本

学
術
会
議
の
提
出
し
た
人
事

案
が
菅
政
権
に
よ
り
削
減
・

変
更
さ
れ
、
学
問
の
自
由
に

対
す
る
侵
害
と
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
17
年
度
か
ら
防
衛

省
防
衛
装
備
庁
が
大
学
や
国

立
天
文
台
な
ど
に
研
究
公
募

を
始
め
て
お
り
、
採
用
さ
れ

れ
ば
数
千
万
か
ら
数
億
の
予

算
が
手
に
入
る
。
国
の
研
究

費
が
削
減
さ
れ
て
い
る
基
礎

学
問
中
心
の
研
究
機
関
に
は

悪
魔
の
毒
酒
と
い
っ
た
と
こ

ろ
か
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日

本
学
術
会
議
は
17
年
の
声
明

で
「
政
府
に
よ
る
介
入
が
著

し
く
、問
題
が
多
い
」と
批
判
。

火
種
は
こ
こ
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
▼
米
国
で
は
大
統

領
が
変
わ
る
度
に
数
万
人
い

る
政
府
職
員
は
総
入
れ
替
え

だ
。
日
本
で
は
、
為
政
者
が

変
わ
っ
て
も
首
を
突
っ
込
む

政
権
中
枢
の
役
人
も
変
わ
ら

ず
、
新
旧
首
相
の
演
説
も
思

い
出
す
度
い
ち
い
ち
白
々
し

い
。

加藤 康夫

（
お
）

2020年（令和2年）12月5日

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
巡
っ
て
は
、
政
府
の
全
世
代

型
社
会
保
障
検
討
会
議
で
昨
年
12
月
に
取
り
ま
と
め
た
中
間
報
告
に
、

「
一
定
所
得
以
上
の
人
は
２
割
、
そ
れ
以
外
は
１
割
」
と
い
う
方
針
が

示
さ
れ
て
お
り
、
原
則
２
割
に
引
き
上
げ
る
方
向
で
議
論
が
進
ん
で
い

る
。
厚
生
労
働
省
は
、
２
割
に
引
き
上
げ
る
所
得
水
準
な
ど
の
線
引

き
に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年
末
ま
で
に
結
論
を
出
す
構
え
だ
。
こ
れ
ま

で
の
議
論
で
は
、
有
識
者
か
ら
窓
口
負
担
の
金
融
資
産
な
ど
に
よ
る
応

能
負
担
を
求
め
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
一
方
、
社
会
保
障
審
議
会
医
療

保
険
部
会
で
は
、
慎
重
な
意
見
も
根
強
い
。

（1）第941号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

窓
口
負
担

　
　
　
２
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入
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解
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マ
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カ
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究
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Ｗ
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Ｂ
保
険
診
療
セ
ミ
ナ
ー

金
融
資
産
も
踏
ま
え
た
議
論
継
続

後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
増

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
が
大
き
く
進
め
ば
、
個

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
議
論

さ
れ
た
が
、
預
貯
金
口
座
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
紐
付
け
が

十
分
に
進
ん
で
い
な
い
状
況

を
踏
ま
え
「
現
時
点
に
お
い

て
金
融
資
産
等
の
保
有
状
況

を
医
療
保
険
の
負
担
に
勘
案

す
る
の
は
尚
早
」
と
の
方
針

　
厚
労
省
は
「
資
産
勘
案
の

仕
組
み
を
導
入
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
預
貯
金
口
座
等

解
説
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

歯
科
保
険
診
療
研
究

読
後
感

緊
急
の
減
収
補
填
を
」

コロナ禍での
　　「労務管理」対策

オンラインで実務セミナー

負
担
へ
の
金
融
資
産

等
の
評
価



こ
れ
ま
で
医
療
・
介
護
、

福
祉
関
係
で
は
、
資
産
を
判

断
の
材
料
に
し
て
い
る
の
は
、

介
護
保
険
で
低
所
得
者
向
け

に
食
費
・
居
住
費
を
福
祉
的

に
給
付
す
る「
補
足
給
付
」

と
生
活
保
護
関
係
だ
け
で
、

介
護
保
険
で
す
ら
保
険
料
算

定
に
金
融
資
産
の
保
有
を

諮
っ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
10
月
29
日
の
医
療

保
険
部
会
で
は
、
厚
労
省
か

ら「
預
貯
金
口
座
等
の
金
融
資

産
を
保
険
者
が
把
握
で
き
る

こ
と
が
必
要
」
で
、「
預
貯
金

口
座
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
付

番
の
状
況
を
見
つ
つ
、
負
担

へ
の
反
映
方
法
を
検
討
す
る
」

と
し
て
い
る
。
議
論
は
そ
の

理
屈
づ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。

同
部
会
で
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
で
事
業
主
検
診
結
果

も
確
認
す
る
意
向
で
あ
る
。

保
険
証
利
用
等
で
同
カ
ー
ド

の
普
及
を
は
か
り
、
雇
用
や

給
付
へ
保
険
者
が
深
く
関
わ

れ
る
事
が
可
能
と
な
る
。

　
９
月
25
日
の
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
略
）
デ
ジ
タ
ル
基
盤

抜
本
改
善
Ｗ
Ｇ
」
で
示
さ
れ

た
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

ま
ず
税
の
補
足
の
為
の
全
口

座
付
番
の
早
期
実
現
、
国
と

地
方
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化
が

必
要
で
、
そ
の
上
に
一
人
ず

つ
の
公
金
口
座
作
成
の
ゴ
ー

ル
を
２
０
２
２
年
と
し
て
い

る
。
更
に
、
既
に
戸
籍
法
改

正
が
俎
上
に
上
が
っ
て
い
た

が
、
氏
名
の
漢
字
登
録
か
ら

読
み
仮
名
追
加
の
法
制
化
が

極
め
て
重
要
と
さ
れ
た
。
こ

れ
で
家
族
単
位
で
の
収
入
と

給
付
の
補
足
が
よ
り
正
確
に

な
り
、
課
税
や
保
険
料
を
き

め
細
か
く
設
定
で
き
る
。

　
金
融
資
産
の
把
握
が
進
め

ば
、
年
金
生
活
者
や
低
所
得

者
で
あ
っ
て
も
、
家
族
の
誰

か
が
金
融
資
産
を
持
っ
て
い

る
限
り
、
軽
減
ど
こ
ろ
か
負

担
増
に
な
り
か
ね
な
い
の
で

あ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
に

来
年
３
月
か
ら
同
カ
ー
ド
保

険
証
利
用
増
が
重
視
さ
れ
て

い
る
。

　
更
に
11
月
17
日
の
自
民
党

デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
本
部
か

ら
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
内
閣
直

轄
と
保
険
証
廃
止
も
提
言
さ

れ
た
。
医
療
界
か
ら
の
懸
念

が
全
く
届
い
て
い
な
い
と
い

え
る
。

　
感
染
者
数
の
報
告
が
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
集
約
さ
れ
て
い
る
実
態

は
驚
愕
す
る
が
、現
在
も
国
・

自
治
体
間
で
「
ビ
デ
オ
会
議

な
ど
対
応
困
難
」な
の
は
全
く

異
常
で
あ
る
。そ
の
是
正
、各

種
給
付
の
迅
速
化
を
目
的
と

し
な
が
ら
も
、前
記
Ｗ
Ｇ
参
加

者
は
菅
総
理
以
下
行
政
６
名

と
有
識
者
６
名
で
、厚
労
省
、

医
療
関
係
者
は
皆
無
で
あ
る
。

　
医
療
の
最
前
線
を
直
視
し

て
、そ
の
労
苦
を
共
有
す
る
こ

と
で
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

在
り
方
、優
先
す
べ
き
課
題
が

見
え
て
く
る
。今
、北
海
道
で

必
要
な
の
は
ク
ラ
ス
タ
ー
班

や
保
健
師
派
遣
だ
け
で
な
く
、

全
医
療
機
関
の
経
済
支
援
に

よ
る
全
面
的
な
か
か
り
つ
け

医
機
能
強
化
で
は
な
い
か
。

　
北
海
道
保
険
医
会
は
今
後

も
詳
細
な
分
析
と
提
言
を
し

て
い
く
。

　
一
方
、
個
人
情
報
管
理
に

関
し
て
は
、
様
々
な
法
制
化

に
も
か
か
わ
ら
ず
官
公
庁
、

金
融
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
漏

洩
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
は
続
き
、

極
め
て
秘
匿
性
の
高
い
医
療

情
報
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
連

結
す
る
方
向
性
に
は
、
根
強

い
懸
念
が
あ
る
。

　
更
に
、
今
尚
、
終
息
の
見

え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
対
応
の
緊

急
性
と
の
整
合
性
が
問
わ
れ

て
い
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
後
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

未
確
立
が
現
在
の
混
迷
の
原

北 海 道 保 険 医 新 聞 第941号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2020年（令和2年）12月5日 （2）

緊
急
の
減
収
補
填
を

　

支
払
基
金
、
国
保
中
央

会
が
発
表
し
た
７
月
診
療

分
ま
で
の
確
定
点
数
（
金

額
）、
件
数
に
よ
る
と
、

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
４

カ
月
間
で
入
院
、
入
院

外
、
歯
科
の
医
療
費
は
対

前
年
比
で
約
９
８
０
０
億

円
減
少
、
件
数
で
約
７
３

０
０
万
件
減
少
し
た
。
医

療
費
は
５
月
の
減
少
幅
が

入
院
10
・
１
％
減
、
入
院

外
15
・
９
％
減
、
歯
科

15
・
７
％
減
と
大
き
く
落

ち
込
ん
だ
。

　

北
海
道
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
再
拡
大
を
考
え
る

と
、
医
療
機
関
の
経
営
は

よ
り
一
層
深
刻
な
状
況
に

陥
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

を
行
わ
な
い
中
、
地
域
医

療
を
担
う
医
療
機
関
を
守

ろ
う
と
、
独
自
の
支
援
金

を
給
付
す
る
動
き
が
広
が

り
、
都
道
府
県
が
実
施
主

体
と
な
っ
て
い
る
「
慰
労

金
」「
補
助
金
」
へ
の
「
上

乗
せ
」
支
給
を
行
う
自
治

体
も
出
て
き
て
い
る
。

　

全
国
の
自
治
体
で
は
、

12
月
か
ら
定
例
議
会
が
始

ま
る
。
自
治
体
に
対
し

て
、
す
べ
て
の
医
療
機
関

に
財
政
支
援
を
求
め
る
働

き
か
け
を
行
う
と
と
も

に
、「
減
収
補
填
」
の
具

体
策
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
政
府
に
対
し
て
提
案
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

る
。

　

政
府
は
、
医
療
従
事
者

へ
の
慰
労
金
、
感
染
防
止

等
支
援
事
業
、
感
染
者

（
疑
い
を
含
む
）
を
入
院

さ
せ
た
医
療
機
関
へ
の
入

院
料
の
引
き
上
げ
、
空
床

補
填
等
で
２
兆
数
千
億
円

規
模
の
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

者
を
受
け
入
れ
て
い
な
い

医
療
機
関
へ
の
支
援
策
は

慰
労
金
、
感
染
拡
大
防
止

等
支
援
事
業
、
雇
用
調
整

助
成
金
な
ど
が
あ
る
が
、

受
診
控
え
に
よ
る
減
収
に

対
応
し
た
も
の
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

　

財
務
省
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
応
を
理
由
と
し
た
財

政
支
援
は
認
め
る
が
、
す

べ
て
の
医
療
機
関
を
対
象

と
し
た
財
政
支
援
は
、

「
減
収
補
填
に
な
る
」
と

拒
否
し
て
い
る
。
医
療
機

関
は
、
医
療
保
険
制
度
を

支
え
る
上
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
、
い
な
い
に
拘
わ

ら
ず
、
地
域
の
医
療
提
供

体
制
を
担
っ
て
い
る
。

　

医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め

に
も
各
種
支
援
交
付
金
で

は
損
失
補
填
で
き
な
い
医

療
機
関
に
対
し
医
療
版
持

続
化
給
付
金
（
コ
ロ
ナ
と

戦
う
病
院
を
支
援
す
る
議

員
連
盟
提
案
）
の
新
設
な

ど
、
す
べ
て
の
医
療
機
関

を
対
象
と
し
た
「
減
収
補

填
」
が
必
要
で
あ
る
。

　

政
府
が
未
だ
減
収
補
填

解　説

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
は

金
融
資
産
へ
の
課
税
の
一
里
塚
か

歩
を
遂
げ
て
き
た
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
広
範
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
後
に

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
創
設

さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、

分
断
さ
れ
た
交
通
網
と
消
失

　
近
年
、
日
本
の
医
療
は
大

規
模
自
然
災
害
に
よ
る
被
害

と
犠
牲
を
契
機
に
長
足
の
進

し
た
診
療
記
録
の
苦
難
か
ら

医
療
情
報
の
分
散
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
来

年
３
月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
が
開
始
さ
れ
る
。

因
の
１
つ
と
云
わ
れ
て
い
る

が
、
あ
ら
た
め
て
過
去
を
振

り
返
り
、
そ
の
誤
り
を
正
す

べ
き
時
期
に
な
っ
て
い
る
。

　
大
手
代
理
店
を
介
す
る
ポ

イ
ン
ト
制
度
ま
で
作
っ
て
普

及
を
急
ぐ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
は
10
月
時

点
で
20
％
に
過
ぎ
な
い
。
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
の
多
彩
な
活

用
を
宣
伝
し
て
い
る
が
、当
初

の
厳
格
な
取
り
扱
い
者
資
格

規
定
は
既
に
疎
か
に
さ
れ
つ

つ
あ
る
。情
報
管
理
の
保
証
は

原
則
紐
付
け
に
委
ね
ら
れ
、個

人
、民
間
に
よ
る
外
部
か
ら
の

不
正
な
ア
ク
セ
ス
は
技
術
的

に
困
難
で
あ
る
と
強
調
さ
れ

て
い
る
が
、同
制
度
に
対
し
て

国
民
の
多
く
が
抱
く
不
安・不

信
感
は
別
物
で
、論
点
が
意
図

的
に
外
さ
れ
て
い
る
。

　

当
初
か
ら
基
本
４
項
目
以

外
に
追
加
す
る
内
容
が
、医

療・介
護
、年
金
、福
祉
等
の
社

会
保
障
給
付
と
収
入
、個
人
資

産
等
を
連
結
さ
せ
る
国
民
総

背
番
号
制
に
変
質
し
て
し
ま

う
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
最
大
の
懸
念
は
、国
・
自
治

体
あ
る
い
は
委
託
さ
れ
る
関

連
業
界（
保
険
者
も
含
む
）が
、

勝
手
に
個
人
の
情
報
、
資
産

を
把
握
す
る
の
に
最
も
容
易

な
方
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
現

在
の
制
度
設
計
は
、
外
部
か

ら
の
侵
入
に
比
較
的
配
慮
し

て
い
る
が
、
行
政
側
か
ら
の

介
入
に
は
全
く
考
慮
し
て
い

な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を

既
成
事
実
化
し
て
、
今
後
、

活
用
す
る
意
図
を
前
面
に
出

し
て
き
た
の
が
、
今
回
の
デ

ジ
タ
ル
庁
創
設
で
あ
る
。

団体所得補償保険
【保険の特徴】

【加入例】医療法人 歯科医院の場合

011-231-6281お問い合わせ・資料請求 ： 北海道保険医会

●ケガや病気により働けない期間、平均月間所得額の範囲で個人の収入を補償します。
●保険料のお支払いに「医療法人口座」を指定される場合は、保険料が損金扱い
　になります。その場合は医療法人の役職員全員にご加入いただきます。
※本会会員が医療法人代表者（理事長）であることが条件です。

●無事故戻し返れい金はありませんので、その分掛金がお安くなっています。
●保険料には団体割引15％が適用されます。

●満79歳まで　●会員、会員の家族
●会員が代表者（理事長）である医療法人が雇用する職員加入条件

職　業 年　齢
歯科医師（理事長） 50歳
歯科医師 40歳
歯科衛生士 40歳
歯科衛生士 22歳
歯科助手 30歳
合計

補償期間
1年
1年
1年
1年
1年

保険金額
100万円
50万円
20万円
15万円
10万円

月額保険料
24,900円
9,550円
4,400円
1,710円
1,290円
41,850円

今
年
１
月
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
が
開
か
れ
、医
療

保
険
制
度
改
革
の
議
論
が
開
始
さ
れ
た
。後
期
高
齢
者
の
自
己
負

担
や
定
額
負
担
等
の
従
来
か
ら
の
議
論
の
他
に
、負
担
へ
の
金
融
資

産
の
保
有
状
況
の
反
映
等
が
議
題
に
な
っ
て
い
た
。

　
９
月
16
日
に
発
足
し
た
菅
新
政
権
は
デ
ジ
タ
ル
庁
を
目
玉
に
掲

げ
、同
25
日
に
開
催
さ
れ
た「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
及
び
地
方
の
デ
ジ

タ
ル
基
盤
抜
本
改
善
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」で
は
金
融
資
産
へ
の

課
税
を
念
頭
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
の
加
速
化

が
議
論
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
の

　
　
　
　

問
題
点

金
融
資
産
に

　
　
　
　
手
を
出
す

デ
ジ
タ
ル
庁
登
場

今
日
的
な
問
題
点

今
後
の
課
題



医療法人セミナー（ＷＥＢ）

釧
根
地
区
で
は
阿
寒
湖
温

泉
や
川
湯
温
泉
が
有
名
で

す
が
、
今
回
は
鶴
居
村
の

HOTEL
TAITO

内
に
あ
る

「
鶴
居
村
温
泉
美
人
の
湯
」

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
温
泉
に
は
①
物
理
効
果
：

温
熱
効
果
（
体
が
温
ま
る
事

に
よ
り
血
管
が
広
が
り
新
陳

代
謝
が
高
ま
る
）・
水
圧
効
果

（
静
水
圧
に
よ
り
全
身
に
圧
力

が
か
か
り
、
内
臓
が
刺
激
さ

れ
る
）・
浮
力
効
果
（
温
泉
に

首
ま
で
浸
か
る
と
、
体
が
軽

く
な
っ
た
感
覚
に
よ
り
筋
肉

が
緩
み
、
脳
波
が
α
波
の
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
に
な
り

や
す
い
）。②
転
地
効
果
：
温

泉
地
に
行
く
事
に
よ
り
、
脳

内
の
ホ
ル
モ
ン
を
調
節
す
る

内
分
泌
系
や
呼
吸
、
消
化
と

い
っ
た
生
命
維
持
活
動
を
つ

か
さ
ど
る
自
律
神
経
中
枢
の

ス
イ
ッ
チ
が
入
り
、
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
、
精
神
疲
労
や

病
気
に
効
果
を
発
揮
す
る
。③

薬
理
効
果
：
温
泉
の
成
分
を

皮
膚
か
ら
吸
収
す
る
事
に
よ

り
得
ら
れ
る
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
美
人
の
湯
は
、
pH
値

９
以
上
と
、
ア
ル
カ
リ
性
の

強
い
温
泉
で
、
ま
る
で
天
然

の
ア
ル
カ
リ
イ
オ
ン
水
で
す
。

（3）第941号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2020年（令和2年）12月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

し
て
３
セ
ッ
ト
を
週
２
回
行

う
だ
け
で
す
。
ス
ク
ワ
ッ
ト

が
難
し
い
人
に
も
椅
子
や
手

す
り
を
利
用
す
る
方
法
も
わ

か
り
や
す
い
写
真
付
き
で
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
有
酸
素
運
動
で
あ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
な
ん
と
な

く
指
導
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
７
秒
ス
ク
ワ
ッ
ト

を
運
動
療
法
と
し
て
活
用
し

た
い
で
す
。

　
高
齢
者
へ
の
運
動
療
法
に

苦
慮
し
て
い
る
時
に
、
こ
の

本
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　
筆
者
は
糖
尿
病
の
運
動
療

法
と
し
て
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
25

年
前
か
ら
、
７
秒
ス
ク
ワ
ッ

ト
を
10
年
前
か
ら
指
導
し
、

成
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
伸
張
性
運

動
時
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と

と
呼
吸
を
止
め
な
い
こ
と
、

イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
と
る
こ
と

で
す
。
10
回
を
１
セ
ッ
ト
と

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
０
年
度
歯
科
部
関
連
事
業
の
具
体
化
に
つ
い
て

・（
11
／
21
）
札
幌
歯
科
技
工
士
会
・
北
海
道
歯

  

科
衛
生
士
会
と
の
懇
談
、（
12
／
15
）
出
張
保

  

険
講
習
会
（
北
大
）
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
す
る
こ

  

と
を
確
認
し
、
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
検
討

  

し
た
。

②
２
０
２
０
年
度「
歯
科
保
険
診
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

実
施
に
つ
い
て

・
設
問
内
容
等
の
確
認
を
行
っ
た
。

③
そ
の
他

・

／
５
号
「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」
原
稿
の
確
認

・
発
熱
外
来
に
つ
い
て

第
8
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
11
月
11
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回
２
０
２
０
年
度
第
９
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

12
月
９
日（
水
）午
後
７
時

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

血
糖
値
が
み
る
み
る
下
が
る
！

７
秒
ス
ク
ワ
ッ
ト

　
　
　
宇
佐
美
啓
治
著

文
響
社

コ
ロ
ナ
な
ど
不
安
を
感
じ

る
時
代
で
す
。
私
も
そ
う
で

す
が
、
元
気
づ
け
て
ほ
し
い

し
、
今
以
上
に
イ
ベ
ン
ト
開

催
や
情
報
を
発
信
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

―

そ
の
他

世
の
中
の
変
化
が
早
く
、

以
前
考
え
ら
れ
て
き
た
「
歯

科
」
の
概
念
が
変
わ
っ
て
い

笑顔で帰れるように

渡部　哲也 先生
太平歯科医院　札幌市・北区121121

略歴
　小樽市出身。北大衛生技術学科卒業、
北大歯学部卒業後、旭川医大歯科口腔外
科に入局。道内歯科医院に勤務後、札幌
市太平にて開業。

　
治
療
を
終
え
て
笑
顔
で

帰
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で

す
。「
あ
り
が
と
う
」「
よ
く

食
べ
る
こ
と
が
出
来
た
」「
診

て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」
と
言

わ
れ
た
と
き
は
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

口
腔
内
の
状
況
だ
け
で
な

く
全
身
状
態
、
食
事
・
生
活

習
慣
、
栄
養
摂
取
、
家
族
形

態
な
ど
取
り
巻
く
環
境
に
意

識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来

―

保
険
医
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
色
々
と
情
報
が
飛
び
交
う

中
で
、
安
心
・
安
定
し
た
情

報
を
入
手
し
た
か
っ
た
こ
と

と
、
仲
間
の
先
生
と
交
流
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

―

開
業
し
た
動
機
・
目
的
な
ど

　
長
年
、
勤
務
医
と
分
院
長

を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
経
験
を
基
に
地
域
の

皆
様
に
還
元
し
た
い
と
思
い
、

開
業
し
ま
し
た
。

―

開
業
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

院
時
よ
り
も
笑
顔
で
帰
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
こ
こ

ろ
が
け
て
い
ま
す
。
―

ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し
て

　
い
ま
す
か

い
つ
で
も
声
を
か
け
て
も
ら

え
る
よ
う
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
医
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―

ご
趣
味
は

　
大
学
中
は
テ
ニ
ス
、
卒
業

後
は
マ
ラ
ソ
ン
を
し
て
い
ま

し
た
。
勤
務
医
、
分
院
長
に

な
っ
て
か
ら
は
、ド
ラ
イ
ブ
、

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
、
プ
ラ
モ

デ
ル
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

一
般
歯
科
、
往
診
が
中
心

で
す
が
、
矯
正
歯
科
、
障
害

者
歯
科
、
摂
食
・
嚥
下
障
害

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

―

保
険
医
会
へ
の
要
望
や
期
待

る
と
思
い
ま
す
。「
食
べ
る
」

か
ら
よ
り
良
く
「
生
き
る
」

こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
あ
て

て
医
療
人
と
し
て
の
責
任
感

を
持
っ
て
誠
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―

地
域
の
患
者
さ
ん
の
健
康
を

　
口
か
ら
支
え
る
た
め
に
ご
活

　
躍
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

12

身
体
が
温
ま
る
と
血
行
や
リ

ン
パ
液
の
流
れ
が
良
く
な
り
、

コ
リ
や
痛
み
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
角
質
化
し
た
皮

膚
を
乳
化
さ
せ
て
溶
か
す
作

用
が
あ
り
美
容
に
大
変
良
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ

こ
は
色
が
美
し
く
、
に
お
い

が
芳
香
で
良
い
。
紅
茶
色
透

明
、少
苦
味
、鉱
物
（
モ
ー
ル
）

臭
多
し
。
露
天
風
呂
・
内
湯

共
に
湯
口
か
ら
高
温
の
源
泉

が
弱
く
掛
け
流
し
さ
れ
て
い

ま
す
。
強
い
つ
る
つ
る
の
感

触・
色・
に
お
い
の
３
点
が
非

凡
で
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
道
東
方
面
に
来

た
際
は
、是
非
一
度
立
ち
寄
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

123
お
す
す
め
温
泉
の
紹
介

釧
根
地
区
支
部　

支
部
長　

植
原
元
晴

（
Ｈ
・
Ｎ
）

持分あり医療法人のリスクと事業継承

●講　師 ： 丸尾　重憲 氏
●日　時 ： ２０２１年１月１６日（土） １５時～１７時
●場　所 ： オンライン開催
　　　　  （ＷＥＢ会議アプリZoomを使用）
●参加費 ： 無　料
●定　員 ： 先着３０名（定員になり次第締め切ります）
●締　切 ：１月５日（火）までにお申し込みください

（株式会社吉岡経営センター コンサルティング部 専務取締役）

詳細は
本号同封の
ちらしを
ご覧ください

ー持分あり医療法人の対応策ー

お申し込み・お問い合わせは、本会事務局まで 011-231-6281 011-231-6283

［お問い合せは事務局まで］☎011-231-6281

※いずれも税込・送料別

書籍案内

届
出
医
療
等
の
活
用

と
留
意
点

医科

会
員
価
格

４
０
０
０
円

保
険
診
療
の
手
引

医科

会
員
価
格

４
０
０
０
円

ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
資
料
集

窓
口
業
務
の
基
礎
知
識

歯科

歯
科
保
険
診
療
の

研
究

歯科

会
員
価
格

１
０
０
０
円

会
員
価
格

４
０
０
０
円
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審査情報提供事例　その１

休業保障にご加入の先生

年内書類締切日のご案内 休業されたら
本会事務局へご連絡ください○掛金払込中断・再開、振替口座変更

　1月27日振替分
◆病気やケガで連続して６日以上休業された
　場合、6日目から給付の対象となります（土
　日祝日含む）。

◆自宅療養や代診がいる場合、医院の休診日、
　有給休暇等の場合にも給付対象です。

※上記締切日につきましては、確実に年内着金等ができるように設定
されております。　締切日以降も順次お手続きいたしますので、締切日
を過ぎて提出された場合にも年内に着金する可能性があります。

○年内一時金請求
年 内 着 金

着金日にかかわらず、年内の手続き完了分は2020年度の課税となり
ます。2021年度の課税をご希望の場合は事前にお知らせください。

共済部から年金に関するお知らせ グループ保険受付中

●法人加入は原則全額損金算入できます
●申し込み資格は65歳6か月までの方
●最長75歳まで保障
月額保険料［例：会員本人 男性の場合］

（※その他、500万円、1,500万円、2,000万円、4,000万円の保障金額もございます）
●剰余金が生じた場合には配当金としてお支払いします！

※第三者の医師に受診された日以降が給付対象期間となります。

法人加入も
できます

死亡時・高度障害時にお支払いする保険

保険年齢 1,000万円 3,000万円 5,000万円 6,000万円

30歳 950円
1,210円
2,350円

2,850円
3,630円
7,050円

4,750円
6,050円
11,750円

5,700円
7,260円
14,100円

40歳
50歳

・・・12月25日（金）

・・・12月16日（水）

お申し込み・お問い合わせは、北海道保険医会まで 011-231-6281 011-231-6283

　支払基金本部は、審査上の一般的な取り扱いについて審査情
報提供事例として公表している。本会では2016年5月5日号に
て一部を掲載しているが、その後に発出された部分について今
号および次号にて紹介する。

取 扱 い ： 原則として、「残根（Ｃ４）」病名に対する難抜歯加算の
算定を認める。

理 　 由 ： 抜歯手術の難抜歯加算の要件である骨の開さく又は
歯根分離術等の必要性は、歯根の形態（歯根肥大、歯
根彎曲等）や骨の癒着の有無だけではなく、う蝕の歯
質への進行状態によっても影響を受けるものであり、
特に「残根（Ｃ４）」病名に対する抜歯の際は、抜歯鉗
子や挺子の使用が困難となり、骨の開さく等が必要と
なる場合がある。

取 扱 い ： 原則として、下顎大臼歯部の「歯槽膿瘍（ＡＡ）」病名
に対する口腔内消炎手術を行う際の伝達麻酔の算定
を認める。

理 　 由 ： 炎症のある下顎大臼歯部に対する浸潤麻酔は比較的
奏効しにくいため、当該部位の「歯槽膿瘍（ＡＡ）」病名
に対して口腔内消炎手術を行う場合には、下顎孔への
伝達麻酔によって良好な麻酔効果が期待できる。

取 扱 い ： 原則として、前歯に対する初期う蝕早期充填処置の算
定を認める。

理 　 由 ： 初期う蝕早期充填処置は、原則として、幼若永久歯又
は乳歯のう蝕好発部位である小窩裂溝を歯科用充填
材料で封鎖することによりう蝕の重症化を抑止する治
療であるが、臼歯だけではなく、小窩を有する前歯に
対しても有効である。 

取 扱 い ： 原則として、混合歯列期における再度のスケーリング
の算定を認める。

理 　 由 ： 混合歯列期において、乳歯と永久歯の混在等により口
腔清掃状態が良好ではなく、歯石を繰り返し生成する
ことがあり、この場合には再度のスケーリングが必要と
なる。

留 意 事 項  ： 一般的に、下顎前歯に対する初期う蝕早期充填処置
については、歯の形態等からその必要性は乏しいもの
と考えられるが、癒合歯又は双生歯等に対しても有用
となる場合があることから、必要に応じて医療機関に
対して照会等を行い、個々の症例により判断する必要
がある。

取 扱 い ： 原則として、「Ｐ」病名に対して、スケーリング（再スケー
リングを含む。）のみを実施した場合における歯周病
安定期治療（I）及び歯周病安定期治療（II）の算定は
認めない。

理 　 由 ： 歯周病安定期治療は、スケーリング・ルートプレーニン
グ又は歯周ポケット掻爬後の歯周病検査又は歯周外
科手術等を行った後の歯周病検査の結果、一部に深
い歯周ポケットや根分岐部病変が残存しているため
歯周組織の健康は回復していないが、病変の進行は
停止している状態において必要であるとされており、
一般的には、歯周病安定期治療の対象となる歯周病
の治療としては、スケーリング・ルートプレーニング又
は歯周ポケット掻爬が必要であると考えられる。

留 意 事 項  ： 全身状態等によりスケーリング・ルートプレーニング又
は歯周ポケット掻爬が実施できない特段の理由があ
る場合においては、個々の症例により適切に判断する
必要がある。

取 扱 い ： 原則として、間接歯髄保護処置後、同月内に日を異に
して同一歯に暫間充填を行った場合、う蝕処置の算定
を認める。

理 　 由 ： 間接歯髄保護処置を行った後、疼痛の発生等の症状
によりやむを得ず当該処置に伴う暫間充填を改めて
行う場合があり、こうした場合においては、暫間充填と
してのう蝕処置が必要となる。 

取 扱 い ： 原則として、乳歯の「咬合異常（Ｍａｌ）」病名に対して歯
の削合を行った場合において、咬合調整の算定を認める。

理 　 由 ： 平成18年 4 月24日付け厚生労働省保険局医療課事
務連絡「疑義解釈資料の送付について（その 4）」の
別添 1 問10により、咬合異常に起因する早期接触等
が生じている歯の過高部等を削除した場合の咬合調
整は、同一初診期間中 1 回を限度として算定して差
し支えないこととされており、後継永久歯が先天的に
欠如している乳歯であるか否かに関わらず、咬合の状
態や歯の植立状態による早期接触等が生じている場
合には乳歯の削合が臨床上有用となる場合がある。

留 意 事 項  ： 間接歯髄保護処置後、同月内に日を異にして同一歯に対
するう蝕処置の算定が傾向的にみられる場合にあって
は、医療機関に対する照会が必要であると考えられる。

45　抜歯手術③（難抜歯加算）
《平成28年8月29日新規》

50　初期う蝕早期充填処置
《平成29年8月28日新規》

51　歯周基本治療②

52　歯周病安定期治療（I）及び歯周病安定期治療（II）

46　う蝕処置
《平成29年２月27日新規》

47　咬合調整②

取 扱 い ： 原則として、有床義歯床下の残根の抜歯後、同日に行
われた有床義歯床下粘膜調整処置の算定を認める。

理 　 由 ： 有床義歯の再製作又は有床義歯内面適合法（床裏
装）が必要となる場合において、有床義歯床下の残根
部位の症状、抜歯後の歯肉の状態及び有床義歯床下
の粘膜異常部位の状態等から、臨床上、残根の抜歯を
行った日に有床義歯床下粘膜調整処置を行う場合が
ある。

48　有床義歯床下粘膜調整処置

49　伝達麻酔


